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平成28年度水稲除草剤出荷量データ（植調協会調べ）　統計データから

水稲作付面積が前年比 99 のなか，出荷金額比は 99，出荷
数量比は 96 と減少している。出荷されている製品のうち，一
発処理剤は 378 剤と全体の 7 割強を占め，初期剤は 62 剤，中・
後期剤は 51 剤である。各剤の標準的な使用量（㎏ ,L/ha）をベー
スに出荷数量を割り求めた推定使用面積では，一発処理剤が 6
割を占め，前年比も 101 と広く使用されている。初期剤，中・

後期剤はそれぞれ 2 割程度であるが，初期剤は前年比 92 と減
少が目立つ。

水稲作付面積（100）に対する水稲除草剤の普及割合をみる
と，全体で 181 となり，平均的な水稲除草剤の使用回数は 1.8
回程度になる。また，表 -2 に示すように，除草剤の使い方には，
地域による特徴がある。　　　　　　　　　　　　　　（K.O）

，L

全国合計
（1,611,000ha）

北海道
(108,300ha)

東北
(414,000ha)

北陸
(213,400ha)

関東
(303,100ha)

 一発処理 108 100 112 112 110

 体系処理（初期） 35 41 43 46 35

 体系処理（中・後期） 38 21 37 53 51

総　　計 181 162 192 210 196

東海
(102,000ha)

近畿
(107,000ha)

中国
(113,200ha)

四国
(54,100ha)

九州
(196,300ha)

 一発処理 112 103 113 95 97

 体系処理（初期） 30 29 44 9 11

 体系処理（中・後期） 46 23 42 14 22

総　　計 188 155 200 119 130

表-2　　水稲除草剤処理方法別の普及割合（平成28年度：地域別）

表 -１　平成 28年度　水稲除草剤出荷数量・金額と推定使用面積（平成27年 10月～平成 28年９月末）

表 -2　　水稲除草剤処理方法別の普及割合（平成28年度：地域別）
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Anoda cristata (L.) Schltdl. アオイ科ニシキアオイ属　
一年生

ニシキアオイは，ワタやダイズなどの世界的な夏作物の強
害雑草である。日本では今まで注目されていなかったが，ダ
イズの収穫期に青々として開花結実をしている実態が見つ
かった。減収とともに収穫物に混入すると汚損粒の原因とな
ると考えられるため，早期発見と早期対策が必要である。ま
た，畦畔等の圃場周辺でも発生しており，発生期間と生育期
間が長いため，圃場への侵入に警戒する必要がある。
■分布

メキシコ原産で，温帯から熱帯に分布している。アメリカ
での分布域を勘案すると，日本のほとんどの地域で生育可能
と考えられ，関東と九州で圃場内あるいは畦畔での発生が確
認されている。
■形態

茎は直立して 50 ～ 100cm 程度，分枝が発達し，表面に
毛が生えている。葉は互生し，三角状ほこ型で一対の大型鋸
歯と不揃いの小型鋸歯があるが，生育初期は切れ込みが浅く，
生育が進んだ上部葉は，切れ込みが深くなることが多い。葉
の両面に毛が生え，葉身の基部が葉脈に沿ってしばしば赤色
となる。花は薄紫色で葉腋から花柄を出して単生する。がく
は 5 裂し，星形となる。果実は 10 ～ 20 個の分果で熟すと
黒色になる。種子は短毛があり，腎臓型で褐色あるいは黒色，
硬実によって休眠している。
■雑草としての情報

関東地域では，4 月下旬から 11 月上旬まで出芽が見られ
る。分枝を出しながら生長し，開花・結実は 8 月下旬から
11 月下旬まで降霜によって枯れるまで続く。なお，4 月下
旬に出芽したものは 6 月に一時的に開花結実し，再度 8 月
下旬から開花する。開花・結実が開始しても水分が高い状態
が維持され，草丈や分枝を伸ばして生育を続ける特徴がある。

深さ 5cm に埋土した種子の生存率は 3 年間で約 25% に
低下するが，8 年間経過してもそのまま維持されたという報
告がある。大豆作において 12 本／㎡の密度で約 43% 減収
するという報告がある。

■大豆作における防除に関する情報
種子は硬実によって休眠しており，土壌処理剤の効果はあ

まり期待できない。
大豆生育期にはベンタゾン液剤の散布ができるが，アメリ

カでは草丈 8cm より小さい段階で散布することが勧められ
ている。発生期間が長いので，後発生対策が必須で，除草剤
や機械によって体系防除をする必要がある。さらに降霜等で
枯れるまで水分が高い状態が維持されるので，ダイズ落葉期
に残存している場合は非選択性茎葉処理剤や手取り等で防除
し，収穫物への混入による汚損粒発生を防止する必要がある。

種子の寿命が長いことから，一度種子を落とすと防除困難
であるため，警戒と侵入防止，早期発見，早期対策が重要で
ある。
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